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はじめに 

食べられない魚と聞くと，美味しくない魚，あ

るいは毒のある魚を想像しますが，ここでは人で

はなく“野生動物に”食べられない魚づくりにつ

いての研究を紹介します．海や川の魚を増やす方

法の 1つに稚魚放流があります．稚魚放流は，私
の研究対象であるイワナやヤマメを含む様々な魚

を対象に，日本各地で盛んに行われています．し

かし，これまでの研究から，放流した稚魚の多く

が放流直後に野生動物によって食べられてしまう

ことが報告されています（Symons 1974; Roby et al. 
2003）．このため，野生動物に食べられにくい魚の
つくり方や放流方法を開発できれば，今よりも多

くのイワナやヤマメを川に残すことができるので

はないかと考え，この研究を始めました． 
 

視覚・聴覚・嗅覚刺激に対する反応 

まず始めに，魚が捕食者である野生動物をどの

ように感知し，食べられないよう反応するのかを

水槽実験で調べました．この実験では，野生動物

による捕食行動を再現するため，糸で吊るした鳥

型の模型［（模型が勢いよく着水した際の）視覚や

聴覚への刺激］と仲間が食べられた際に生じる匂

い物質（嗅覚への刺激）をそれぞれ水槽内へ投入

し，各刺激に対するヤマメの反応を調べました．

なお，匂い物質には，ヤマメの皮をすりつぶした

液体を使用しました．その結果，両刺激の後には,

多くの魚が餌を食べたり泳いだりする行動を止め，

水槽の底に設置したシェルターに隠れたり，砂利

に身を寄せるなどの警戒行動を示すことが確認さ

れました（Miyamoto 2016a）．この結果から，ヤマ
メには視覚や聴覚による刺激以外にも，仲間の魚

が食べられたり傷つけられた際に生じる匂い物質

により，捕食者の存在や攻撃を感知する能力を持

っていると考えられます．一方で，人に飼育され

た魚は，捕食者に襲われる経験をしていないため,

自然環境下で生きる魚と比べて危険を素早く感知

したり，捕食者の攻撃に適切に対応する能力が低

いと報告されています（Jackson and Brown 2011）．
そのため，嗅覚への刺激を使って魚に危険を学習

させたり（Mirza and Chivers 2000），刺激に敏感に
反応する魚を選ぶことで，将来，野生動物に食べ

られない魚をつくることができるかもしれません． 
 

食べられにくい魚の大きさ 

次に野生動物に食べられにくい魚の大きさにつ

いて調べました．この実験では，放流魚（被食魚）

としてヤマメ（尾叉長 55-150mm）を，捕食魚と
してイワナ（尾叉長 160-330mm）を実験池へ入れ,
両者の体の大きさと生き残った魚の数との関係を

調べました．その結果，大型の捕食魚ほど小型の

放流魚を数多く捕食すること（図 1），放流魚の体
の長さが，捕食魚の体の長さの 40％程度まで成長
すれば極めて食べられにくくなることがわかりま

した（Miyamoto and Araki 2017）．この結果から，
大型の捕食魚が数多く生息する場所では，大きな

魚を放流したほうが良いと考えられます．その一

方で，野外にある人工河川（図 2）で行った実験
では，捕食動物が鳥類（アオサギ）である場合，

小型の放流魚の方が食べられにくいことが確認さ

れています（図 3）（Miyamoto et al. 2017）．これら
の結果から，野生動物による捕食の被害を少なく

するには，放流を予定している川や湖に生息する

捕食動物の種類や大きさをよく理解した上で，放

流魚の体サイズや数を検討することが重要と考え

られます． 
 

食べられにくい魚の体色や性格 

最後に，前述した人工河川で行った実験をもう

1つ紹介します．この実験では，イワナ，ヤマメ,
ニジマス，アルビノニジマス，無斑ニジマス（※

アルビノニジマスと無斑ニジマスはニジマスの突

然変異個体，図 4）の背中の体色と行動を測定し,
河川へ放流した後にそれぞれ生き残った魚の数を

調べました．その結果，他の魚とくらべて体色の

明るいアルビノニジマスと，不活発で隠れ場所を 

図 1．捕食魚（イワナ）のいる水槽に尾叉長の異なる

被食魚（ヤマメ）を入れた時の生き残りの状況． 
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利用しない無斑ニジマスの生き残りがとても悪い

ことがわかりました（図 5）（Miyamoto 2016b）．
これらの結果は放流魚の体色と行動が，放流後の

生き残りと深く関係していることを示しています．

アルビノニジマスを川や湖に放流することはあま

りありませんが，体色に変異のない魚でも明るい

色の水槽や照明の強い場所で魚を飼育すると体色

が明るくなることが知られています（Donnelly and 
Whoriskey 1991）．このため，野生動物に食べられ
ない魚をつくるには，放流前に暗い場所や川底に

似た色の水槽で飼育して，捕食者に見つかりにく

い体色にしておくことが重要と考えられます．さ

らに同じ種類の魚の中でも，人間と同じように大

胆や臆病といった性格を持つ魚が存在するため

（Sneddon 2003），隠れ場所をよく利用するような
臆病な魚を増やすことができれば，野生動物に捕

食されにくい魚をつくることができるのではない

かと考えています． 
 

おわりに 

以上のように，野生動物に“食べられない魚” 
をつくるため，様々な研究を行っています．しか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
し，捕食者となる野生動物の種類や放流場所の環

境の違いによっても“魚の食べられにくさ”は大

きく変わると予想され，まだまだ不明な点が多く

残されています．また，魚を食べられにくくする

には，魚そのものに注目するだけでなく，自然に

近い環境で飼育すること（Roberts et al. 2014）や
放流する時間帯（Roberts et al. 2009）なども重要
であることが明らかになってきています．今後，

これらについても研究を進めていき，沢山の魚が

川や湖で生き残れる技術を開発したいと考えてい

ます． 
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